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學
界
今
日
の
考
古
學
は
對
象
の
エ
ク
ス
｝
プ
ン
シ
ョ
ン
に
於
い
て
灘
に
素
晴
ら
し
く
廠
範
幽
厘
、
ろ
て
ゐ
る
が
、
堆
創
時
代
以
降
今

尚
學
界
に
横
臥
す
る
怪
物
の
一
つ
に
繩
紋
土
器
と
彌
生
式
土
器
に
對
す
る
諸
問
題
が
残
さ
れ
て
ゐ
た
。

大
正
時
代
の
初
期
、
彌
生
式
土
器
に
對
す
る
學
界
の
認
識
は
「
彌
生
式
土
器
，
と
稲
す
る
一
種
特
異
の
品
を
發
見
し
て
大
に
新
學
考

間
の
注
意
を
喚
起
せ
る
こ
と
あ
り
し
云
々
」
（
大
巫
一
年
一
月
川
版
、
八
木
奨
三
郎
氏
「
日
本
考
古
豊
中
細
‐
１
８
頁
）
の
程
度

弼
生
式
土
器
論
と
北
九
州

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州

一
、
繩
紋
・
捌
唯
式
土
器
系
統
論
の
回
願

二
、
北
九
州
の
新
養
料
と
そ
の
展
附

Ａ
、
筑
前
抑
床
新
町
の
新
安
料
と
そ
の
特
徴

Ｂ
、
筑
前
迩
劉
川
の
有
紋
上
器
と
典
の
特
徴

Ｃ
、
細
線
鋸
曲
紋
鏡
背
紋
と
新
古
佃

三
、
結
論

一
、
繩
紋
。
彌
生
式
土
器
系
統
論
の
回
顧

ｌ
細
線
鋸
歯
絞
鏡
の
新
古
Ｉ

(一）

山
本

九
八

沖



を
出
で
な
か
っ
た
が
、
八
木
氏
の
慧
眼
な
る
、
街
時
に
あ
っ
て
此
の
土
器
が
貝
塚
土
器
に
類
似
す
る
と
共
に
古
戟
土
器
に
も
類
似
し

茨
に
二
肴
の
何
れ
に
＃
入
ら
ざ
る
も
の
猶
あ
る
こ
と
を
既
に
諦
破
唱
導
さ
れ
て
ゐ
た
。
恐
ら
く
學
者
の
關
心
は
此
の
前
後
に
勃
然
と

し
て
擦
弧
し
た
の
で
あ
ら
う
、
斯
か
る
氣
遮
に
采
じ
て
現
は
れ
た
多
く
の
考
究
の
う
ち
、
特
に
忘
れ
得
な
い
貢
献
を
商
ら
し
た
の
は

京
大
教
授
演
川
青
陵
仲
士
で
あ
ら
う
。
即
ち
河
内
剛
剛
府
の
迩
跡
に
對
す
る
屑
位
學
的
研
究
か
ら
樹
立
さ
れ
た
繩
紋
土
器
及
び
彌
生

式
土
器
一
元
論
に
し
て
、
そ
の
高
戒
は
大
正
七
年
及
び
九
年
の
京
大
報
告
に
禍
げ
ら
れ
、
要
約
す
れ
ば
「
土
器
系
統
山
原
始
繩
絞
土

器
よ
り
發
し
て
、
ア
イ
ヌ
繩
文
土
器
及
び
蠅
生
式
土
器
を
分
岐
せ
し
こ
と
」
を
提
咄
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
右
の
二
冊
は
不
幸
に
し

て
入
手
し
難
く
，
就
い
て
見
る
の
便
を
得
な
か
っ
た
か
ら
中
谷
淌
宇
二
郎
氏
の
「
日
本
布
器
時
代
提
要
」
Ｑ
隠
頁
）
に
述
べ
ら
れ
た

語
を
引
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
右
の
語
に
誤
り
な
き
や
、
及
び
演
川
沖
士
は
今
日
尚
方
の
見
解
に
立
た
れ
つ
斡
あ
り
や
を
砿
か
む
る

爲
め
卿
士
の
高
説
を
他
に
求
め
て
見
た
。

昭
和
江
年
三
月
刊
の
「
東
亜
考
古
蕊
研
究
」
は
博
士
の
論
文
集
と
も
見
る
べ
く
、
幸
に
も
此
の
う
ち
に
大
正
十
年
三
月
東
京
史
學

會
大
命
に
て
誹
淡
さ
れ
た
速
記
「
考
古
學
上
よ
り
兇
た
る
九
州
の
古
代
民
族
」
が
「
史
學
雑
誌
」
（
眉
Ｓ
と
に
戦
せ
ら
れ
史
に
こ

れ
に
集
錐
さ
れ
て
ゐ
る
（
同
番
の
Ｓ
’
＠
麗
頁
）
の
み
な
ら
ず
、
一
言
河
内
剛
府
の
迩
跡
に
も
鯛
れ
ら
れ
て
ゐ
た
。
即
ち
南
九
州

排
宿
に
於
け
る
繩
紋
土
器
彌
生
式
土
器
の
出
土
状
態
が
剛
府
の
川
土
欣
態
と
酷
似
す
る
辨
宵
よ
り
、
沖
士
の
繩
州
土
器
一
元
論
は
此

虎
に
も
迩
川
さ
れ
、
此
れ
ら
の
雨
土
器
が
「
影
の
形
に
添
ふ
如
く
、
粥
に
同
じ
迩
跡
か
ら
出
る
と
云
ふ
こ
と
ば
不
思
議
で
あ
り
ま
し

（
彌
生
式
）
（
繩
紋
）

て
、
処
は
寧
ろ
出
來
る
な
ら
ば
此
の
上
の
土
器
と
下
の
土
器
と
は
同
じ
人
間
が
造
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
た
ざ
時
代
が
逢
ふ
と
し
た

ち
ど
う
で
せ
う
。
さ
う
解
樺
し
た
方
が
簡
単
に
紡
諭
が
つ
く
と
私
は
老
へ
ま
す
。
」
色
麗
頁
）
そ
し
て
「
勿
論
下
の
繩
絞
式
土
器
を

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
、
九
九

､I



蝿
唯
式
土
器
論
と
北
九
州
一
○
○

作
っ
た
人
極
が
全
然
共
の
催
の
も
の
で
、
後
の
彌
生
式
土
器
ぜ
作
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
少
新
し
い
要
素
を
加
へ
塗
っ
て
来
た
か

も
知
れ
ま
せ
ぬ
）
併
し
前
考
が
後
者
の
韮
本
を
作
っ
て
塒
つ
仁
人
征
で
あ
り
、
後
者
の
主
な
零
・
血
液
は
前
者
で
あ
る
と
私
は
考
へ
度

い
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
怠
‘
｛
典
）
〃
Ｌ
Ｉ
述
べ
、
次
に
幽
府
の
迩
跡
に
肌
食
ト
既
碗
を
回
収
さ
れ
、
「
こ
の
河
内
で
も
棚
生
式
土
器
と
布
器

と
が
出
ま
し
て
、
其
の
下
に
一
種
の
繩
紋
土
器
が
矢
張
り
川
て
参
一
り
ま
し
た
の
で
、
其
の
繩
紋
土
器
を
私
は
「
原
始
繩
紋
土
器
」
と

名
づ
け
，
．
そ
れ
を
造
っ
た
人
極
は
恐
ら
く
彌
生
式
土
器
を
作
つ
子
一
と
同
じ
人
極
で
あ
ら
う
。
さ
う
し
て
是
を
私
は
日
本
人
の
肌
先
の

大
本
を
な
す
も
の
で
「
陳
日
本
人
」
と
名
付
く
可
き
も
の
で
あ
ら
う
と
言
っ
て
世
き
ま
し
た
。
」
Ｓ
誤
頁
）
と
述
べ
ら
れ
、
此
の
欝

時
矢
張
り
幽
府
出
土
の
人
什
を
釉
在
さ
れ
た
長
谷
部
博
士
、
松
本
博
士
が
ゞ
「
此
の
石
器
時
代
の
民
族
が
ア
イ
ヌ
的
の
も
の
で
あ
り
，

或
は
ア
イ
ヌ
的
の
要
素
が
多
い
人
極
で
あ
る
」
と
言
は
れ
る
に
至
り
「
私
は
此
の
軸
に
於
い
て
長
谷
部
博
士
松
本
椰
士
の
識
に
降

参
，
－
さ
れ
、
「
私
の
所
謂
一
原
日
本
人
」
な
る
も
の
は
、
ア
イ
ヌ
的
の
要
素
が
多
い
も
の
で
あ
る
と
訂
正
致
す
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し

そ
れ
が
後
の
日
本
人
の
基
礎
を
な
し
た
人
極
で
あ
る
と
云
ふ
靴
に
於
い
て
は
、
間
よ
り
何
等
私
の
魂
を
動
か
す
必
要
は
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
」
（
一
員
ｌ
§
頁
）
と
、
要
す
る
に
國
府
の
迩
跡
に
始
ま
る
繩
蠅
一
元
論
は
南
九
州
に
も
適
用
さ
れ
，
雨
土
器
の
本
源

が
「
原
始
繩
紋
土
器
一
・
な
り
と
す
る
既
説
を
肯
定
さ
れ
、
そ
の
製
作
者
を
一
‐
陳
日
本
人
」
即
ち
ア
イ
ヌ
的
要
素
の
多
い
日
本
人
で
あ

る
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
博
士
の
「
東
亜
考
古
學
‐
一
の
ど
の
頁
に
も
、
中
谷
氏
が
記
さ
れ
た
如
き
「
原
始
繩
紋

土
器
よ
り
發
し
て
、
ア
イ
ヌ
繩
文
土
器
及
び
彌
生
式
土
器
を
分
岐
」
し
た
と
の
確
言
は
な
く
、
た
だ
胴
土
器
が
同
一
人
繩
に
依
っ
て

作
ら
れ
た
こ
と
を
主
張
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
は
何
れ
で
あ
っ
て
も
差
支
な
い
、
何
と
な
れ
ば
博
士
と
反
對
の
立
場
に
在
る
娯
折
は

繩
紋
土
器
し
」
彌
生
式
土
器
と
の
製
作
者
は
異
人
純
な
り
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
一
元
と
非
一
元
論
の
對
立
を
見
得
る
か

’
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ら
で
あ
る
。

昭
和
五
年
二
月
出
版
「
東
亜
文
明
の
黎
岫
」
は
文
字
通
り
東
亜
の
大
局
を
語
る
．
も
の
で
あ
り
、
博
士
は
右
の
附
録
「
日
本
文
明
の

黎
明
」
（
留
頁
以
降
）
に
於
い
て
も
大
鵲
前
読
と
同
意
見
を
示
さ
れ
、
ま
た
「
考
古
學
上
よ
り
兇
た
る
大
和
」
（
昭
和
五
年
十
一
月

「
奈
良
文
化
」
”
號
謎
頁
以
下
）
に
も
同
諭
旨
が
見
ら
れ
、
塒
に
後
者
に
於
い
て
は
一
原
日
本
人
」
の
系
統
に
つ
い
て
今
一
歩
進
ん

だ
典
冊
説
を
開
陳
さ
れ
一
繩
紋
土
器
石
器
時
代
の
民
族
は
、
今
Ⅱ
の
ア
イ
ヌ
人
に
似
た
特
質
を
多
分
に
有
し
て
居
っ
た
古
亜
細
亜
人

（
弔
曾
一
》
ろ
』
〆
豊
言
。
旨
８
）
と
も
云
ふ
可
さ
も
の
で
、
後
に
加
は
っ
た
新
し
い
も
の
は
蒙
古
人
的
の
要
素
が
確
か
に
其
の
主
な
る
も

の
勤
一
で
あ
っ
た
と
」
推
測
さ
れ
て
ゐ
た
。

「
聖
泓
帝
鏥
博
物
館
誹
淡
集
」
（
第
、
川
昭
和
六
年
十
月
）
に
も
「
埴
輪
に
開
す
る
二
三
の
考
察
」
に
博
士
の
高
説
が
見
え
．
土
器

系
統
論
に
は
深
く
語
ら
れ
て
ゐ
な
い
が
、
し
か
し
繩
紋
土
器
に
比
較
す
れ
ば
蠅
生
式
土
器
は
美
術
的
慣
値
に
於
い
て
悪
瀕
職
す
る

と
し
て
も
、
窯
法
は
断
然
勝
れ
て
ゐ
る
と
説
か
れ
、
そ
の
揃
生
式
土
器
の
窯
法
は
一
恐
ら
く
は
朝
鮮
牛
蹄
を
通
じ
て
東
漸
し
た
大
陸

文
化
の
影
響
に
本
つ
く
も
の
で
あ
ら
う
と
想
像
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。
其
の
證
推
は
矢
張
り
此
の
彌
生
式
土
器
が
先
づ
九
州
に
於
い

て
現
は
れ
、
其
の
最
も
古
い
も
の
を
此
等
大
陸
に
近
接
し
，
其
の
文
化
の
影
響
を
妓
も
受
け
易
い
地
方
に
於
い
て
見
ら
れ
る
と
云
ふ

こ
と
な
ど
を
以
て
も
分
か
る
と
恩
ひ
ま
す
。
」
Ｇ
⑤
頁
）
と
言
は
れ
て
ゐ
た
。

河
内
幽
府
よ
り
ゞ
渡
し
た
博
士
の
繩
州
一
元
論
は
北
ア
ジ
ヤ
に
系
統
を
求
め
ん
と
す
る
「
原
日
本
人
」
た
結
合
し
て
、
土
器
系
統
を

一
ろ
と
も
北
ア
ジ
ヤ
に
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
、
そ
し
て
「
原
始
繩
紋
土
器
」
と
も
一
局
は
れ
る
程
の
古
い
土
器
が
河
内
や
南
九
州

に
見
出
さ
れ
な
が
ら
、
博
士
間
か
ら
彌
生
式
土
器
の
「
蚊
も
古
い
も
の
」
の
存
在
を
承
認
さ
る
蚤
北
九
州
に
「
原
姑
繩
紋
土
器
」
の

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
○
一
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彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
○
二

出
な
い
の
を
如
何
に
解
樺
さ
れ
て
ゐ
る
か
は
明
ら
か
に
し
得
な
か
く
’
た
。
何
と
な
れ
ば
彌
生
式
の
源
流
を
「
朝
鮮
牛
貼
を
通
じ
て
東

漸
し
た
大
陸
文
化
」
に
求
め
ら
れ
た
事
笹
は
、
班
に
繩
紋
及
び
蠅
生
の
雨
土
器
を
「
原
日
本
人
」
の
製
作
と
認
め
、
そ
し
て
そ
の
う

ち
の
彌
生
式
系
統
を
朝
鮮
方
面
に
指
向
さ
れ
る
限
り
、
繩
紋
の
系
統
も
亦
岱
然
朝
鮮
方
面
か
ら
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
、
雨
土
器
が

「
影
の
形
に
添
ふ
如
く
、
常
に
同
じ
迩
跡
か
ら
出
る
」
の
が
術
然
で
あ
る
と
す
れ
ば
。

右
に
数
へ
繋
げ
た
浅
川
沖
士
の
近
著
近
詑
に
は
「
原
飴
繩
絞
土
器
一
や
「
原
日
本
人
」
論
と
相
容
れ
ざ
る
諭
旨
な
く
、
從
っ
て
，

博
士
は
今
日
尚
右
の
見
解
の
安
當
な
る
で
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
．
し
か
し
な
が
ら
「
東
亜
文
明
の
黎
明
」
は
其

の
附
録
に
於
い
て
我
が
古
代
文
化
姿
扣
と
土
器
系
統
の
大
局
に
燗
れ
ら
れ
な
が
ら
、
如
何
な
る
理
由
か
「
原
崎
繩
紋
土
器
」
な
る
語

は
遂
に
一
語
も
な
く
、
ま
た
、
「
奈
良
文
化
一
に
掲
げ
ら
れ
た
「
考
古
學
上
よ
り
兇
た
る
大
和
」
は
直
接
「
原
飴
繩
紋
土
器
」
の
語
を

案
出
さ
れ
た
河
内
府
遺
跡
の
文
化
的
愛
進
を
語
ら
れ
な
が
ら
、
此
唯
で
も
一
語
の
「
原
始
繩
紋
土
器
」
を
見
出
し
得
な
い
、
そ
れ

で
は
瀧
田
仰
士
は
「
原
始
繩
紋
土
器
」
の
語
、
從
っ
て
、
繩
蠅
一
元
論
を
應
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
か
？

「
東
亜
文
明
の
黎
明
」
（
苣
頁
以
下
）
で
は
、
我
が
石
器
時
代
文
明
が
ア
ジ
ヤ
大
陸
よ
り
渡
来
し
た
こ
と
を
理
論
上
推
察
さ
れ
．
そ

の
經
路
を
求
め
一
南
の
方
寮
繊
の
行
器
時
代
文
化
は
支
那
大
陸
と
聯
絡
し
て
、
琉
球
と
は
却
２
Ｌ
繋
が
ら
ず
、
琉
球
は
又
仁
九
州
よ

り
も
新
し
い
の
で
、
此
の
方
面
の
維
路
は
老
へ
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
し
朝
鮮
方
面
は
何
う
か
と
巾
し
ま
す
る
と
、
九
州
に
は
彌

生
式
土
器
も
多
い
が
、
古
い
繩
紋
式
土
器
文
化
の
「
サ
プ
ス
ト
ラ
ッ
ム
」
が
確
か
に
作
在
し
て
居
り
、
叉
た
朝
鮮
に
於
い
て
は
彌
生

式
土
器
文
化
と
の
聯
絡
は
あ
る
が
、
未
だ
繩
紋
土
器
と
の
聯
絡
は
充
分
證
明
せ
ら
れ
て
勝
り
ま
せ
ぬ
。
然
ら
ば
北
方
樺
太
・
千
鳥
の

方
面
は
何
う
か
と
申
し
裳
す
る
と
、
是
れ
亦
た
東
北
地
方
と
共
に
繩
紋
土
器
文
化
の
中
で
も
新
し
い
方
の
も
の
の
み
が
明
か
で
あ
つ

｣

ﾛ
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て
．
南
も
の
が
秀
蕃
せ
ら
雌
て
居
な
い
の
で
あ
…
謀
す
。
」
（
筐
ｌ
富
ｇ
し
か
し
噂
が
ら
「
日
本
の
蕊
時
代
は
北
方

ア
ジ
ヤ
と
聯
絡
す
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
と
推
察
す
る
在
禁
じ
得
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
」
（
罵
頁
）
と
語
ら
れ
て
ゐ
る
所
か
ら
推
察

す
れ
ば
、
た
と
ひ
此
の
「
東
亜
文
明
の
黎
明
」
に
「
原
姑
繩
紋
土
器
」
の
語
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
尚
繩
紋
、
彌
生
の

雨
土
器
を
同
一
系
統
と
満
倣
さ
れ
そ
し
て
そ
の
源
流
を
北
ア
ジ
ヤ
に
求
め
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
は
、
博
士
目
か
ら
の
言
葉
に
も
布
る
如
く
未
だ
一
片
の
繩
紋
土
器
を
見
川
さ
な
い
棚
鮮
を
通
じ
て
、
我
が
繩
紋
彌
生
の
雨

系
統
を
北
ア
ジ
ヤ
に
求
め
ん
と
す
る
大
飛
躍
は
許
容
さ
れ
る
も
の
で
あ
ら
う
か
。
博
士
の
こ
の
飛
朧
は
「
鳥
居
博
士
が
シ
ベ
リ
ヤ
を

旅
行
せ
ら
れ
て
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
博
物
館
で
、
日
本
の
繩
紋
土
器
と
全
く
同
じ
破
片
を
注
意
せ
ら
れ
た
こ
と
は
航
る
亜
要
」
（
毘
頁
）

な
り
と
一
言
は
れ
に
靴
に
在
る
ら
し
く
、
未
だ
取
消
さ
れ
ざ
る
「
原
姑
繩
紋
土
器
」
の
語
も
亦
自
か
ら
右
の
土
器
片
に
命
脈
を
繋
ぐ
か

に
老
へ
ら
れ
る
が
，
こ
れ
と
殆
ん
ど
好
一
對
‐
こ
も
兄
ら
る
う
祁
岡
市
太
澁
の
例
に
依
れ
ば
．
殆
ん
ど
彌
生
式
迩
跡
の
典
揃
と
も
見
ら

る
冠
北
九
州
の
職
汎
な
地
的
範
幽
の
一
軸
に
あ
に
る
太
泳
か
参
院
嘗
て
方
流
寸
に
足
ら
ぬ
一
片
の
繩
紋
土
器
の
川
土
（
「
考
古
學
雑
誌
」

肌
の
⑫
中
山
半
次
郎
博
士
報
）
し
た
る
を
以
て
、
未
だ
嘗
て
繩
紋
土
器
の
出
土
な
き
朝
鮮
と
の
聯
絡
を
求
め
ん
と
す
ろ
は
不
合
理
な

る
に
似
仁
感
か
抱
か
さ
れ
・
汎
ん
や
シ
ベ
リ
ヤ
の
繩
紋
土
器
が
、
他
の
も
の
と
の
混
同
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
成
っ
た
今
日
、
博
士

の
飛
蹄
は
卿
ら
く
保
皿
剛
さ
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
「
圭
円
丘
學
叢
」
坑
二
號
，
藤
川
亮
莱
先
生
報
）

演
川
博
士
の
所
論
に
し
て
繩
獅
一
元
論
に
維
始
さ
る
画
限
り
、
即
ち
繩
紋
を
古
く
、
彌
生
式
を
新
し
く
老
へ
ら
る
団
限
り
、
東
日

本
に
通
在
す
る
繩
紋
と
、
西
日
本
に
分
布
す
る
荊
生
式
の
事
悩
に
對
し
、
東
よ
り
西
へ
向
っ
て
人
種
移
動
が
行
は
れ
た
，
と
す
る
假
説

の
存
在
や
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
才
、
次
に
、
繩
紋
の
鵬
布
す
る
東
日
本
が
遂
に
蠅
生
式
を
生
じ
な
か
っ
た
奇
槻
ぜ
如
何
に
解
樺
す

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
○
三
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筑
前
板
付
の
遺
跡
は
祈
器
と
金
鴎
器
を
出
し
、
嘗
て
中
山
先
生
を
し
て
石
器
時
代
と
金
驍
器
時
代
の
遺
跡
重
複
説
を
提
播
せ
し
め

た
の
で
あ
っ
た
が
、
多
く
の
他
の
同
種
遺
跡
に
於
い
て
も
亦
同
現
象
を
呈
示
す
る
に
及
び
、
先
生
の
考
察
は
一
愛
し
、
遂
に
金
石
器

０
凸
ら
巳

彌
生
式
土
器
論
し
｜
北
九
州
一
○
四

べ
き
ゃ
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
況
ん
や
樺
太
・
干
島
の
も
の
が
東
北
地
方
の
も
の
と
共
に
繩
紋
土
器
の
う
ち
で
も
新
し
い

時
代
に
厨
す
る
と
云
は
れ
る
限
り
、
其
の
解
樺
の
尚
苦
し
か
る
べ
き
を
察
せ
し
め
る
。
中
谷
氏
の
箸
に
見
る
如
く
、
博
士
が
矢
張
り

「
原
始
繩
紋
土
器
」
よ
り
繩
紋
と
獅
生
式
と
が
分
岐
し
た
と
見
ら
れ
る
な
ら
ば
、
我
が
文
化
は
幽
府
叉
は
押
宿
附
近
よ
り
發
し
て
東

西
に
分
岐
し
た
こ
と
笛
成
り
、
雄
も
古
い
と
云
は
れ
た
北
九
州
の
彌
生
式
は
途
に
南
九
州
叉
は
近
畿
よ
り
發
し
て
朝
鮮
に
移
っ
た
こ

と
ゞ
成
り
、
博
士
目
か
ら
の
反
對
結
果
を
断
ら
す
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
畠
た
若
し
、
簸
一
初
「
原
日
本
人
」
が
繩
紋
士
器
を
作
り
次

に
彌
生
式
を
作
っ
た
と
す
れ
ば
、
何
故
今
日
雨
土
器
の
分
布
が
西
と
束
に
明
瞭
に
分
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
細
彌
咽
土

器
一
元
論
の
う
ち
繩
紋
土
器
の
源
流
を
シ
ベ
リ
ヤ
の
一
片
に
梁
け
ん
と
す
る
の
望
み
は
最
早
や
認
め
難
く
、
從
っ
て
繩
紋
土
器
の
系

統
は
拝
び
吟
味
の
必
要
に
辿
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

或
る
意
味
に
於
い
て
浅
田
博
士
の
一
元
論
に
對
立
し
て
矢
張
り
大
正
時
代
の
初
期
よ
り
今
日
に
か
け
て
活
躍
さ
れ
つ
シ
あ
る
學
者

に
中
山
平
次
郎
博
士
が
あ
っ
た
。
中
川
先
生
の
踏
在
範
圃
が
主
と
し
て
北
九
州
に
在
っ
た
と
は
云
へ
、
そ
の
地
理
的
位
世
に
立
脚
す

る
考
古
學
的
成
果
は
、
以
て
我
が
古
代
文
化
姿
相
の
主
軸
を
語
る
に
充
分
で
あ
っ
た
。
吾
人
は
先
生
の
高
説
を
主
と
し
て
「
考
古
學

雑
誌
」
に
兇
得
た
外
、
常
に
讐
咳
に
接
し
て
教
導
を
黍
く
す
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
肢
近
は
後
に
述
ぷ
る
迩
物
に
つ
い
て
簸
近
説
を

拝
鶏
す
る
の
光
榮
に
浴
し
，
特
に
涜
田
博
士
の
一
元
論
と
先
生
の
非
一
元
論
が
如
何
な
る
局
面
に
向
ふ
か
に
つ
き
、
深
き
興
味
を
抱

け
る
も
の
で
あ
る
。

』

凸

私

1

』



’

〃
ａ
■
『

Ｐ

併
用
時
代
の
提
榊
と
な
り
，
學
界
の
庇
く
訓
爬
め
る
所
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
北
九
州
に
於
け
る
一
つ
の
考
古
學
的
ロ
ー
カ
ル
・
カ

ラ
ー
は
銅
鉾
釧
劒
及
び
腱
こ
れ
に
作
ふ
合
口
蕊
で
あ
り
、
合
口
蕊
と
呼
ぶ
大
誕
は
小
形
の
窯
器
と
作
ふ
こ
と
も
有
っ
た
。
此
れ
ら
の

糒
在
は
先
生
に
依
っ
て
開
拓
さ
れ
、
十
数
年
の
討
究
は
各
種
の
貢
献
を
徹
ら
さ
れ
た
が
、
特
に
土
器
に
於
い
て
は
大
変
と
小
形
窯
器

の
作
出
、
内
外
面
又
は
外
面
に
塗
布
さ
れ
た
丹
繊
．
赤
素
焼
、
暗
禍
色
叉
は
黒
色
土
器
の
存
在
の
ほ
か
、
形
態
に
於
い
て
は
簡
単
な

外
反
り
ｕ
縁
や
複
雑
な
ｎ
縁
の
土
器
か
ら
．
平
底
、
丸
底
、
糸
切
底
等
の
土
器
、
或
は
外
面
に
刷
毛
目
や
簡
箪
な
装
飾
の
施
さ
れ
仁

も
の
等
を
認
め
ら
れ
、
石
器
に
於
い
て
は
打
製
や
勝
製
の
石
斧
．
石
織
、
布
庖
丁
，
石
棺
，
石
劒
、
石
匙
・
石
杵
，
石
槌
、
石
錘
、

凹
石
，
紡
錘
車
等
、
金
厩
器
に
於
い
て
は
釧
鉾
釧
剥
の
ほ
か
貨
呆
や
繊
津
を
見
出
さ
れ
、
か
く
て
北
九
州
の
迩
跡
遺
物
は
彌
生
式
土

器
錐
一
中
心
と
し
て
、
或
る
時
は
匝
接
に
、
あ
る
と
き
は
間
接
に
石
器
及
び
金
脇
器
に
交
渉
が
有
り
、
こ
れ
と
共
に
齋
差
土
器
と
の
密

接
な
開
係
に
さ
へ
注
目
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

北
九
州
彌
生
式
土
器
の
釉
在
は
必
然
に
繩
紋
土
器
へ
の
鮒
心
を
喚
ん
だ
、
そ
し
て
今
ま
で
現
は
れ
て
來
な
か
っ
た
先
生
の
彌
生
式

土
器
系
統
論
は
肥
後
の
阿
励
及
び
そ
の
他
仙
貝
塚
土
器
に
鮒
係
し
て
捧
弧
し
、
肥
後
の
繩
紋
土
器
が
東
日
本
の
そ
れ
と
同
種
な
る
事

賛
か
ら
、
、
王
と
し
て
九
州
西
部
に
於
け
る
叩
土
器
の
分
布
を
求
め
ら
れ
、
筑
後
南
端
の
一
面
村
の
繩
紋
彌
生
混
浴
迩
跡
が
九
州
西
部

に
於
け
る
繩
紋
土
器
分
布
の
北
端
ら
し
き
・
轌
硴
か
め
、
叩
土
器
を
以
て
別
系
統
な
り
と
考
察
さ
れ
、
そ
の
結
果
は
「
貝
塚
土
器
と
彌

生
式
土
器
と
の
古
さ
に
就
て
」
（
「
考
古
単
雑
誌
」
８
の
６
）
と
「
貝
塚
土
器
の
席
紋
と
其
類
似
紋
」
（
同
、
８
の
狸
）
及
び
「
近
畿

繩
紋
土
器
・
關
東
彌
生
式
土
器
・
向
ヶ
岡
貝
塚
の
土
器
竝
に
防
訓
祇
磯
式
土
器
に
就
て
」
（
同
、
”
の
皿
、
訓
の
２
及
び
４
）
と
成

っ
て
現
は
れ
、
身
は
北
九
州
に
在
り
な
が
ら
、
共
の
一
言
一
句
は
破
く
日
本
の
主
要
迩
跡
遺
物
に
及
ぼ
さ
れ
、
所
詮
九
↓
州
の
繩
紋
と

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
・
○
五
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測
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
○
六

束
日
本
の
繩
紋
は
「
親
子
關
係
と
い
は
ん
よ
り
は
兄
弟
關
係
或
は
從
兄
弟
關
係
」
⑯
の
、
）
な
り
と
し
て
こ
れ
を
彌
生
式
よ
り
峻
別

さ
れ
、
そ
し
て
怜
も
石
器
時
代
の
彌
生
式
が
比
較
的
古
く
取
扱
は
れ
て
ゐ
た
に
對
し
て
金
石
併
川
時
代
の
存
在
を
確
認
せ
し
め
て
彌

生
式
の
年
代
降
下
を
提
孵
さ
れ
た
如
く
、
或
る
種
の
繩
紋
土
器
も
亦
そ
の
蜜
用
年
代
の
降
下
を
提
榊
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
嘗

て
涜
川
博
士
か
國
府
や
押
宿
迩
跡
に
於
い
て
見
出
さ
れ
た
或
る
種
の
繩
紋
土
器
を
原
姑
繩
紋
土
器
と
し
て
極
め
て
古
く
取
扱
は
れ
ん

と
し
た
の
に
反
し
、
中
山
先
生
は
却
２
Ｌ
こ
れ
を
新
し
く
見
ん
と
さ
れ
、
結
果
に
於
墜
Ｌ
全
く
相
反
す
る
立
場
を
と
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。
先
生
の
藩
眼
軸
は
斯
の
稚
の
遺
跡
に
於
け
る
剛
土
緋
の
併
存
で
あ
っ
て
、
若
し
繩
紋
土
器
が
訓
溌
上
揃
生
式
よ
り
古
き
も
の

な
ら
ば
、
柑
然
多
く
の
石
器
を
作
ぞ
（
べ
き
な
る
に
も
拘
は
ら
ず
，
石
器
の
数
の
少
き
上
に
、
唾
齋
金
を
さ
へ
件
ふ
と
云
ふ
軸
で
あ
っ

た
。
特
に
齋
翁
へ
の
注
目
は
關
心
に
他
し
．
未
だ
我
國
に
於
け
る
齋
麦
使
川
の
上
限
年
代
の
明
ら
か
な
ら
ざ
る
時
に
徴
り
、
九
州
彌

生
式
遺
跡
に
於
て
は
右
の
事
費
に
反
し
て
極
め
て
多
く
の
和
器
を
作
出
し
、
鉾
劒
と
必
然
開
係
あ
り
し
大
形
の
合
口
鐙
に
未
だ
嘗
て

齋
金
製
の
見
出
さ
れ
ざ
る
は
、
齋
鈴
の
使
川
案
外
新
し
き
に
非
ず
や
と
考
へ
し
め
、
新
し
く
恩
は
る
る
齋
鈴
が
演
川
博
士
の
古
く
老

へ
ら
る
繩
剛
府
等
か
ら
出
土
す
ろ
は
、
む
し
ろ
そ
れ
ら
の
迩
跡
の
新
し
き
を
證
す
る
な
ら
ん
と
さ
れ
た
所
に
在
っ
た
。

演
田
博
士
が
繩
彌
印
土
器
の
源
流
を
北
ア
ジ
ヤ
に
求
め
ら
れ
た
に
反
し
中
山
先
生
は
彌
生
式
を
以
て
朝
鮮
に
、
細
紋
土
器
を
以
て

論
文
の
随
所
に
南
方
系
を
示
さ
れ
、
市
九
州
と
關
來
奥
調
方
面
の
繩
紋
を
連
絡
す
る
文
化
移
動
線
を
海
流
に
嚇
し
、
而
し
て
疑
似
繩

紋
土
器
の
類
は
繩
絞
彌
生
雨
文
化
の
接
鵬
よ
り
生
じ
た
る
文
化
の
交
聯
と
見
て
年
代
を
新
し
く
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
た
。
是

等
の
綜
合
的
枡
究
と
も
云
ふ
べ
き
近
説
は
「
太
宰
府
附
近
に
於
け
る
彌
生
式
系
統
迩
跡
調
盃
」
の
長
論
文
、
殊
に
そ
の
一
項
「
彌
生

式
に
開
し
て
」
罰
の
、
）
で
あ
り
、
十
数
年
に
一
日
一
る
憂
き
實
在
に
於
い
て
、
先
生
が
取
扱
は
れ
た
北
九
州
遺
物
の
特
徴
を
一
言
に
し

ト
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て
云
へ
ぱ
、
皆
に
「
つ
ま
ら
な
上
と
櫛
さ
る
蚤
簡
単
無
紋
の
彌
生
式
土
器
が
大
部
分
で
の
っ
た
。
即
ち
北
九
州
の
彌
生
式
土
器
は

無
紋
無
飾
を
常
態
と
し
、
有
紋
の
如
き
は
稀
中
の
稀
に
脇
し
、
た
と
ひ
装
飾
あ
り
と
す
る
も
同
縁
部
に
打
痕
の
軸
帯
を
と
ざ
む
る
か

腹
部
に
刷
毛
目
を
一
至
り
に
過
ぎ
ず
、
い
ま
だ
繩
紋
土
器
の
如
き
美
術
的
槻
黄
に
値
す
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
か
っ
た
。

Ａ
、
筑
前
御
床
新
町
の
新
登
料
と
そ
の
特
徴

小
禰
士
村
抑
床
及
び
芥
屋
村
新
町
の
地
理
的
位
世
と
地
貌
の
特
徴
は
中
山
先
生
が
既
に
再
三
報
道
さ
れ
て
ゐ
た
。
此
の
地
を
し
て

有
名
な
ら
し
め
た
の
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
「
笈
泉
」
の
出
土
で
あ
つ
↑
Ｌ
・
蛍
呆
に
對
す
る
一
部
の
取
汰
沙
は
先
生
に
對
す
る
敬
意
を

●

彌
生
式
土
器
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と
北
九
州
一
○
七

口

斯
か
る
事
蜜
の
北
九
州
か
ら
今
回
九
州
考
古
學
命
日
名
和
羊
一
郎
氏
に
依
っ
て
一
通
跡
の
發
見
が
報
逝
さ
れ
、
「
つ
ま
ら
な
い
」
北

九
州
土
器
に
異
彩
を
投
じ
て
從
來
の
彌
生
式
土
器
に
封
す
る
見
方
を
一
鍵
せ
し
め
ん
と
す
る
附
勢
今
笹
捲
き
起
し
、
其
の
此
れ
に
對
す

る
中
山
先
生
の
研
究
は
、
現
今
ま
で
行
き
づ
ま
り
に
放
棄
さ
れ
て
ゐ
た
諸
問
題
に
一
脈
の
暗
一
季
琶
提
出
し
、
先
生
の
言
葉
今
笹
借
り
て

云
へ
ぱ
「
行
く
と
し
て
通
ぜ
ざ
る
な
き
解
決
錐
」
が
與
へ
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
此
虚
に
於
い
て
、
最
も
根
本
と
成
っ
た

北
九
州
彌
生
式
土
器
の
總
協
と
そ
の
秤
吟
味
を
必
要
と
し
、
吾
人
は
、
今
日
ま
で
主
と
し
て
中
山
先
生
に
依
２
Ｌ
調
森
發
表
さ
れ
て

ゐ
た
北
九
州
に
普
通
す
る
土
器
形
式
を
筑
前
糸
烏
郡
小
樹
士
村
御
床
松
脈
と
芥
原
村
新
町
の
遺
物
に
と
り
，
其
れ
ら
の
特
徴
を
顧
み

而
る
後
に
新
に
問
題
と
成
っ
た
速
斑
式
土
器
を
學
げ
る
で
あ
ら
う
。

I

二
、
北
九
州
の
新
資
料
と
其
の
展
開

＃
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失
す
る
は
勿
論
、
本
遺
跡
の
特
徴
を
理
解
し
な
い
所
に
在
る
が
、
試
み
に
近
代
の
迩
吻
ぞ
求
め
ん
と
し
て
此
虚
に
赴
く
な
ら
ば
恐
ら

く
何
も
の
も
得
ら
れ
な
い
で
あ
ら
う
ほ
ど
古
代
に
繁
榮
し
て
近
代
に
忘
れ
ら
れ
た
遼
跡
で
あ
っ
た
。
其
虚
に
見
拙
さ
る
強
遺
物
は
北

九
州
の
彌
生
式
土
器
を
代
表
さ
す
に
充
分
な
数
面
里
と
愛
化
を
持
ち
、
加
之
、
各
種
の
石
器
を
交
へ
て
可
な
り
砿
い
地
域
に
分
布
し
、

包
含
散
列
し
て
ゐ
仁
。

雛
一
、
二
岡
は
御
床
及
び
新
町
出
土
の
土
器
口
縁
部
を
一
至
り
。
（
口
織
部
の
数
字
は
口
織
部
の
外
径
笹
表
は
す
。
）

御
床
新
町
の
土
器
に
現
は
れ
た
特
徴
は
潴
色
の
質
に
勝
れ
た
る
獣
と
時
折
丹
繊
を
内
外
面
又
は
外
面
全
僻
に
塗
布
し
↑
」
る
軸
と
．

節岡 三

部底器土町新床御
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］
．
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マ

そ
し
て
口
縁
部
の
断
面
岡
に
て
知
る
如
く
著
し

く
加
工
の
跡
を
残
し
な
が
ら
、
腹
部
叉
は
肩
部

に
時
折
突
川
帯
を
見
る
の
ほ
か
何
ら
の
装
飾
意

識
を
發
揮
し
て
ゐ
な
い
職
に
在
る
。
即
ち
特
に

加
工
装
飾
さ
れ
た
部
分
は
、
縁
部
の
鍵
化
と
突

出
帯
と
一
部
の
打
痕
群
は
見
《
ハ
》
が
．
此
れ
に
有

紋
の
装
飾
は
殆
九
ど
な
く
、
し
か
る
に
、
土
器

の
窯
法
は
彌
生
式
と
し
て
純
系
を
保
持
し
つ
蚤

そ
の
極
黙
に
逹
し
た
と
も
云
ふ
く
く
、
旙
色
土

器
が
主
鵲
を
成
し
．
暗
褐
色
、
黒
色
の
も
の
隙

一
○
九

』

’



I

腹
部
の
特
徴
は
「
つ
ま
ら
な
い
」
北
九
州
土
器
の
代
表
と
見
る
べ
く
、
何
等
紋
様
と
云
ひ
得
る
も
の
は
見
常
ら
な
い
、
稀
に
打
痕

黙
帯
を
め
ぐ
ら
せ
る
も
の
は
有
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
不
幸
に
し
て
採
集
し
得
な
か
っ
た
。
第
三
、
四
脚
は
底
部
を
示
す
。
殆
ん
ど

總
て
が
平
底
た
る
黙
留
意
す
べ
く
、
た
だ
第
四
脚
の
皿
に
於
い
て
中
央
の
凹
め
る
鉢
形
を
見
る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
か
る
底
部
が
第
一
、

二
岡
に
連
續
す
る
を
想
ふ
な
ら
御
床
新
町
の
彌
生
式
が
、
如
何
に
平
凡
に
経
る
か
を
老
へ
し
む
る
と
共
に
，
此
れ
が
色
彩
に
於
い
て

上
げ
た
後
に
丹
繊
を
塗
布
し
た
の
も
有
る
筈
）
の
特
徴
を
持
ち
、
而
も
未
だ
此
の
丹
繊
を
利
用
し
て
繪
謹
の
如
き
を
表
現
し
た
も
の

は
な
か
つ
た
。

岡 四 第
P
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１
１

御
床
新
町
の
土
器
は
右
の
如
く
薦
口
型
又
は

鍬
型
口
縁
部
の
特
徴
と
丹
塗
（
吾
人
の
見
に
一

土
器
は
成
形
後
磨
き
を
か
け
未
だ
丹
塗
り
の
な

き
も
の
が
有
っ
た
、
從
っ
て
或
る
土
器
は
磨
き

一
一
○

極
め
て
紗
い
。
第
二
皿
に
於
い
て
は
屑
部
に
小

凸
群
の
在
る
も
の
を
示
し
た
が
、
吾
人
は
此
の

迩
跡
に
於
い
て
未
だ
凹
帯
の
周
匝
さ
れ
た
も
の

を
見
な
か
っ
た
。
口
織
部
の
形
は
一
見
鳶
口
型

に
近
く
、
或
る
も
の
は
中
山
先
生
の
所
訓
鍬
型

を
示
し
て
ゐ
る
。

見
可
Ｌ

１
１

。



異
る
と
し
て
も
北
九
州
通
有
の
形
式
た
る
に
於
い
て
「
つ
ま
ら
な
い
」
の
も
極
め
て
當
然
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
無
紋
を
通

有
と
す
る
北
九
州
土
器
で
は
、
遥
跡
の
一
片
の
土
器
に
狼
い
關
心
は
惹
か
れ
な
い
、
む
し
ろ
澆
成
、
口
隊
部
、
底
部
等
に
幾
多
の
塗

箔
か
れ
な
い
、
む
し
ろ
焼
成
、
口
縁
部
、
底
部
等
に
幾
多
の
愛

(類 器石のluj.新床抑固五第）
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、
、
し
，
附
火

化
を
求
め
ん
と
す
る
は
‐
・
止
む
を
得
な
い
傾
向
で
あ
ら
う
。

第
五
岡
に
示
し
た
石
器
類
は
腫
右
の
「
つ
ま
ら
な
い
」
彌
生

式
土
器
に
件
ふ
も
の
で
あ
る
が
、

ィ
、
脾
製
石
斧
（
玄
武
岩
）

ロ
、
嚥
製
石
斧
（
玄
武
岩
）

ハ
、
石
庖
丁
（
安
山
岩
）

二
、
打
製
石
鉄
（
安
山
岩
）

ホ
、
石
錘
（
花
崗
岩
質
）

へ
、
石
錘
（
花
崗
岩
質
）

卜
、
石
柿
（
安
山
岩
，
或
は
頁
岩
と
稲
す
る
も
の
か
）

右
の
う
ち
イ
は
打
敲
き
と
仕
上
げ
に
於
い
て
、
糸
島
郡
今
山

の
も
の
と
小
異
し
、
む
し
ろ
般
近
中
山
先
生
よ
り
教
示
さ
れ
た

所
に
從
へ
ぱ
今
津
の
石
斧
に
激
し
、
微
細
な
仕
上
げ
は
粗
放
な

今
山
を
放
れ
、
此
の
綿
密
な
打
敵
に
依
っ
て
研
應
に
替
へ
た
邊

一
一

一

１
１
Ｉ

I



1

ハ
は
狩
庖
丁
の
破
片
で
あ
る
が
蛤
形
の
外
匁
に
し
て
貫
孔
に
勝
っ
て
周
閲
を
棡
傷
せ
し
め
た
痕
歴
然
た
る
も
の
が
有
り
、
二
は
卜

と
共
に
平
光
吾
一
博
士
よ
り
戴
い
た
も
の
で
あ
る
が
打
製
無
華
の
石
錐
、
ホ
と
へ
は
自
然
の
河
原
石
を
利
用
し
て
二
ヶ
所
以
上
の
打

峡
を
與
へ
て
作
り
下
げ
た
石
錘
に
し
て
、
特
に
多
い
の
は
へ
の
餅
型
で
あ
っ
た
。
蒐
集
し
得
た
数
總
計
十
二
箇
、
何
れ
も
堅
質
の
花

崗
製
白
色
又
は
乳
白
色
笹
呈
し
て
ゐ
る
。
卜
は
稀
に
見
る
鋭
利
な
石
槍
破
片
に
し
て
、
「
太
刀
洗
飛
行
場
發
見
の
石
劒
」
（
一
考
古
學
雑

誌
」
、
の
７
、
中
山
平
次
郎
博
士
報
）
，
と
類
似
す
る
も
、
大
き
さ
（
幅
、
長
）
に
於
い
て
遥
か
に
小
さ
く
、
共
通
す
る
職
は
石
質
と

色
澤
と
鋭
さ
で
あ
っ
た
。
（
石
創
は
現
在
幅
岡
高
等
學
校
藏
）
若
し
大
き
さ
を
度
外
硯
し
て
太
刀
洗
發
見
石
剣
に
想
到
す
れ
ば
、
此
れ

も
亦
石
剣
な
り
と
云
ひ
得
べ
き
が
如
く
な
る
も
、
吾
人
は
糸
島
地
方
に
見
ら
る
置
石
剣
と
著
し
く
趣
を
異
に
す
る
の
職
よ
り
矢
張
り

痕
を
見
る
こ
‘
と
が
出
來
る
。

要
之
ｂ
御
床
新
町
の
迩
跡
は
中
山
先
生
の
貨
泉
を
件
へ
る
外
、
繊
津
も
伴
出
し
‘
同
時
に
右
述
の
石
器
を
出
土
し
、
先
生
の
金
石

併
用
時
代
を
立
證
す
る
一
證
跡
で
あ
り
、
彌
生
式
土
器
は
敢
て
右
の
如
き
小
形
中
形
の
窯
器
に
と
ざ
ま
ら
ず
、
唾
大
尭
の
破
片
を
出

土
す
る
。
出
土
の
土
器
に
し
て
完
形
の
も
の
殆
ん
ど
な
し
と
雌
も
、
底
部
に
現
は
れ
た
特
徴
よ
り
推
せ
ば
・
土
器
の
吸
水
性
比
較
的
小

な
る
事
實
と
相
俟
ち
、
底
下
部
の
外
角
が
殆
ん
ど
完
全
な
る
迩
跡
の
砂
地
た
る
に
も
開
係
す
る
が
、
窯
法
の
極
め
て
進
歩
せ
る
を
推
察

せ
し
め
る
。
御
床
新
町
の
土
器
は
、
他
の
地
方
に
見
出
さ
る
大
形
の
合
口
甕
と
焼
成
上
に
大
差
な
き
も
の
冠
如
く
外
面
装
飾
に
於
い

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
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三
一

ｊ
、
極
め
て
今
津
製
に
近
き
を
考
へ
し
め
る
。
し
か
る
に
口
は
石
質
に
於
い
て
ィ
と
異
る
所
な
き
に
拘
は
ら
ず
大
き
さ
に
於
い
て
趣

を
異
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
仕
上
げ
に
於
い
て
も
全
く
異
る
黙
を
認
め
、
面
を
美
麗
に
研
隣
し
て
著
し
く
光
澤
有
ら
し
め
ん
‐
こ
し
た

石
棺
な
ら
ん
，
と
考
へ
る
。

1J
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Ｂ
、
筑
前
遠
賀
川
の
有
紋
土
器
と
其
の
特
徴

名
和
氏
に
依
っ
て
發
見
報
告
さ
れ
た
速
斑
郡
水
巻
村
字
立
屋
敷
八
劒
艸
祇
下
の
迩
物
は
．
今
や
中
山
先
生
に
依
っ
て
開
眼
さ
れ
て

新
土
器
論
の
提
榊
と
な
り
、
正
に
考
古
學
發
見
史
上
の
一
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
ー
キ
ン
グ
た
る
を
失
は
な
い
。
從
来
の
北
九
州
彌
生
式
土

器
は
吾
人
が
右
に
御
床
新
町
の
迩
物
を
以
て
代
表
せ
し
め
ん
と
し
た
も
の
に
類
し
、
未
だ
有
紋
土
器
を
盟
高
に
川
土
す
る
遥
跡
を
求

め
る
こ
と
は
出
來
な
か
っ
た
。
從
っ
て
色
々
な
意
味
に
於
い
て
古
代
文
化
の
究
明
に
支
障
を
呈
示
し
て
ゐ
た
諸
問
題
が
、
今
や
再
吟

味
を
要
求
し
つ
■
新
し
い
解
決
道
に
進
む
と
共
に
、
北
九
州
に
於
い
て
彌
生
式
土
器
Ｅ
一
つ
の
系
統
有
り
と
云
ふ
新
説
が
中
山
先
生

に
依
っ
て
今
回
初
め
て
提
稲
さ
れ
、
そ
の
外
廓
は
過
日
九
州
考
古
塾
會
陥
上
に
於
い
て
發
表
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

遥
跡
は
速
費
川
畔
八
剣
紳
祇
横
の
堤
防
を
西
南
の
河
床
へ
下
り
、
約
一
丁
に
し
て
粘
小
高
く
な
っ
た
砂
丘
に
至
る
・
此
虚
が
現
在

知
り
得
た
最
も
濃
密
な
散
布
地
で
あ
る
と
共
に
包
含
層
を
成
す
。
し
か
し
な
が
ら
迩
物
は
帥
就
よ
り
鮎
在
し
、
そ
れ
よ
り
上
流
約
三

丁
に
亘
る
庇
さ
純
幽
に
分
布
し
、
幅
約
二
十
冊
に
逹
す
る
。
遥
物
存
在
壯
態
は
組
織
的
發
掘
を
俟
た
れ
ば
明
言
し
得
な
い
が
、
本
年

は
じ
め
京
城
帝
大
の
藤
川
亮
策
先
生
と
布
光
敏
一
氏
の
御
來
祁
の
刑
、
中
山
先
生
と
共
に
此
の
遺
跡
に
御
案
内
し
，
藤
田
先
生
が
一

部
を
發
掘
さ
れ
た
所
に
依
る
と
、
深
さ
約
四
十
サ
ン
チ
前
後
に
於
い
て
數
枇
の
迩
物
包
含
勝
を
認
め
得
た
。
朝
鮮
に
於
け
る
斯
か
る

迩
跡
を
結
査
さ
れ
た
藤
田
先
生
の
高
説
に
從
へ
ぱ
、
此
れ
ら
の
状
態
は
．
夫
々
の
時
代
暦
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、
幾
回
と
な
く
洪

水
を
蒙
っ
て
椎
成
さ
れ
た
地
貌
を
持
つ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
っ
た
。
遥
跡
地
が
現
在
雨
堤
防
に
挾
ま
れ
た
河
床
に
在
る
こ
と
、
川
流
が

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
三
二

て
も
断
面
に
酷
似
共
通
す
る
事
實
は
否
定
し
難
い
、
そ
し
て
此
の
形
式
で
｛
つ
ま
ら
な
い
」
彌
生
式
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
つ
喝



『

れ
な
か
つ
た
こ
と
（
尤
も
、
彌
生
式
に
し
て

或
は
此
れ
が
齋
差
か
と
恩
は
る
這
ほ
ど
の
硬
度
と
色
調
を
持
て
る
破
片
は
僅
少
な
が
ら
採
集
し
得
た
が
、
他
の
地
方
に
逓
在
す
る
齋

鉈
に
比
す
れ
ば
色
鞘
黒
く
。
質
臓
弱
な
ろ
を
免
れ
難
く
、
む
し
ろ
焼
成
に
常
っ
て
出
来
上
っ
た
別
種
の
彌
生
式
か
に
考
へ
ら
れ
た
。
）

様紋と部縁口器土川劉遠脳'六第

Z 2

彌
生
式
土
器
流
と
北
九
州

鍵
．
粋
一
●
唖州

、
グ
ワ
３
，
．

鰯
．
岬
．

露
凸
舞
宮
一
壺
唇
や
《
ノ
ー

・
一
色
嘩
暴
（
〃
姉
。
．
。
合

１撫
鎚撫

・

幹

○

詞

々

』

且

Ｐ

亨

‘ 4

悪態
４

＃

一選醗需一

曲
ｖ
ｄ
ｊ

マF

. 、㎡

，
Ⅲ
Ⅲ
，
，
ｌ
■
■
■
Ｂ
Ｄ
Ｉ
■
■
１
１
■
Ｆ
，
ｈ
１
日
■
■
■
■
■
。
此
の
迩
跡
出
土
迩
物
に
し
て
吾
人
の
知
り

得
た
も
の
は
概
ね
次
の
如
き
物
で
あ
っ
た
。

１
、
彌
生
式
土
器
ｌ
有
紋
．
無
紋
。

２
、
土
製
曲
玉
。

３
、
石
器
１
打
製
石
雛
、
解
製
石
錐

磨
製
朽
庖
丁
。

ゞ
以
上
の
迩
物
に
關
連
し
て
附
言
す
べ
き
は

北
九
州
の
各
逝
跡
に
於
い
て
鵬
蠅
生
式
土
器

に
作
ふ
齋
鈴
土
器
が
未
だ
一
破
叶
も
見
川
さ

一
一
四

通
跡
の
一
端
を
洗
ひ
つ
画
北
流
せ
る
姿
ぱ
、

遺
物
散
布
の
状
態
及
び
遺
物
表
面
の
隣
減
せ

る
那
賀
と
相
俟
ち
、
正
に
然
る
べ
き
を
察
せ

し
功
る
。

’



及
び
石
斧
も
未
だ
見
出
さ
れ
て
ゐ
な
い
こ
と
、
更
に
遺
跡
地
は
砂
地
に
し
て
虚
庵
に
川
葦
の
桑
れ
る
を
見
る
が
、
鐡
分
を
包
含
し
、

鐡
津
も
雌
遺
物
と
伴
出
す
る
こ
と
を
附
言
す
る
。

(様紋と部腹部縁口器土川変速賦七第）
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生
式
土
器
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と
北
九
州
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Ⅱ

’
1

J

響一誤＝ ~

B
$

1 d

l
l

《 ' 〆

既
に
第
一
、
二
間
に
掲
げ
た
北
九
州
通
有
の
土
器
口
縁

部
は
鳶
口
型
叉
は
鍬
型
ぞ
呈
す
る
に
反
し
、
速
黄
式
土
器

は
第
六
剛
及
び
第
七
剛
に
見
る
如
く
口
縁
部
の
嶽
曲
極
め

て
綏
に
し
て
平
假
名
の
「
く
」
字
型
を
成
し
、
稀
に
第
一
、

二
剛
と
共
通
す
ろ
も
の
索
見
る
。

逵
没
式
の
殆
ん
ど
全
般
を
支
配
す
る
口
縁
部
は
、
右
の

如
く
「
く
」
型
断
面
に
し
て
、
中
山
先
生
は
こ
れ
を
「
Ｓ
」

字
型
と
呼
ば
れ
て
ゐ
た
。
何
れ
に
し
て
も
其
の
趨
曲
は
他

の
土
器
の
如
く
決
し
て
角
張
っ
た
も
の
で
な
く
、
流
暢
な

「
Ｓ
」
字
型
、
「
く
」
字
型
を
成
し
、
而
し
て
遠
賀
式
土
器

全
朏
に
通
ｆ
ろ
焼
成
を
見
る
に
、
有
紋
、
無
紋
の
雨
者
を

通
じ
て
啼
禍
色
を
大
部
分
と
し
、
黒
味
を
帯
ぶ
る
を
原
則

と
す
。
一
見
澗
弱
の
如
く
な
れ
ど
も
、
硬
度
比
絞
的
高
く

吸
水
性
に
於
い
て
も
決
し
て
大
と
は
云
ひ
難
く
、
む
し
ろ

一
一
五

I

I

1

1

、



ぱ
、
そ
の
形
状
は
正
に
北
九
州
の
一
異
例
と
孵
す
べ
く
、
、

此
れ
に
至
っ
て
は
形
も
小
さ
く
、
筒
形
を
呈
し
て
ゐ
た
》

(鉄石丁庖石器土川賀遠 ｜曲'八雄）

； ’ ， ‐ ′ ’

一＜＝＞ I《

彌
生
式
土
器
漁
と
北
九
州

ｊ
ｌ

Ｅ
Ｒ巳

”
〃~－
1

，

、

、割き、

Ｊ

１

！
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ｌ
●
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ひ
ｌ
０
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Ｉ
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ｌ
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／
／
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一
一
一
〈

御
床
新
町
式
よ
り
小
な
る
も
の
多
苫
』
は
、
窯
法
に
於
い
て
御
床
新
町

式
に
劣
ら
ざ
る
を
想
は
し
め
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
御
床
新
町
式
は

｜
大
形
小
形
窯
器
を
通
じ
て
焼
成
美
腿
な
る
黙
に
於
い
て
彌
生
式
の
本

領
な
る
が
如
く
、
此
の
軸
速
費
式
は
繩
紋
土
器
の
如
き
色
調
と
焼
成

に
近
く
、
さ
り
と
て
、
腿
の
水
害
を
拳
り
な
が
ち
猫
口
縁
部
の
如
き

は
良
く
存
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。

斯
く
の
如
く
遠
斑
式
土
器
は
堅
間
な
焼
成
と
流
暢
な
「
く
」
字
型

口
縁
部
を
持
つ
と
共
に
．
厚
さ
○
・
五
乃
至
○
・
八
サ
ン
チ
を
普
通

と
し
、
む
し
ろ
薄
手
と
稲
す
べ
く
．
ロ
ク
ロ
の
使
剛
せ
る
６
の
未
だ

、
こ
れ
を
見
得
な
か
っ
た
。
錐
八
岡
の
ィ
は
土
器
蕊
と
見
る
べ
く
、
各

部
の
厚
さ
匡
々
に
し
て
囲
示
せ
る
は
最
も
厚
き
部
分
、
即
ち
○
・
五
乃

至
○
・
七
サ
ン
チ
に
常
る
。
口
形
不
整
側
形
に
し
て
筒
形
を
成
し
下

部
に
至
っ
て
細
く
下
端
に
於
い
て
左
右
開
き
た
る
を
察
せ
し
め
る
。

．
此
の
土
器
に
し
て
中
山
先
生
言
は
れ
た
如
く
、
果
し
て
土
器
襄
な
ら

普
通
見
る
所
の
形
は
、
鼓
形
に
似
て
上
下
に
開
き
中
央
に
狭
く
成
れ
る
も

ロ
と
ハ
の
二
つ
は
知
り
得
た
梢
完
形
の
小
壺
形
土
器
に
し
て
、
ハ
は
そ
の

ｒ
二



旧
■
■
■
■
■
■
■
■
■
４
■
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｊ
ｊ
Ⅱ
１
Ｊ
Ⅱ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
且
■
月
０
日
■
■
■
■
■
■
■
■
■
０
■
■
■
■
■
日
日

上
に
Ⅲ
示
せ
る
石
庖
丁
と
共
に
藤
川
先
生
の
採
集
に
係
り
朝
鮮
へ
持
ち
歸
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ロ
と
ハ
は
共
に
手
裡
に
し
て

暗
褐
色
の
堅
固
な
焼
成
で
あ
る
。

遠
賀
川
畔
出
土
遺
物
の
う
ち
特
に
中
山
先
生
の
眼
に
ふ
れ
，
最
も
新
し
き
提
案
の
根
本
と
成
っ
た
も
の
は
、
即
ち
右
述
の
特
徴
を

備
へ
た
有
紋
土
器
の
存
在
で
あ
っ
た
。
有
紋
土
器
と
無
紋
土
器
の
比
例
は
、
決
し
て
明
碓
に
云
ひ
得
な
い
が
約
十
對
一
、
又
は
一
干

對
一
位
ひ
に
し
て
、
少
し
注
意
す
れ
ば
有
紋
の
破
片
を
採
集
す
る
に
困
難
で
は
な
い
。
此
の
事
資
は
、
無
紋
を
以
て
本
領
と
す
る
北

此
の
事
資
は
、
無
紋
を
以
て
本
領
と
す
る
北

(器土紋布川賀速圖九第）
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彌
生
ゞ
八
土
器
瓶
と
北
九
州

■蕊 l
F

I

!

櫛鰯
〆
◇
色
■
Ｐ

1

織蕊
ｊ
ｆ
ｆ
凸

りん
今

堺
ノ
Ｄ

Ｐ
、

も
“

イ
，／

命
少
且

知
Ｌ

Ｊ

Ｊ

Ｊ

ｂ

〆
Ｊ
）
２
６

冬 ‘ 、

篝
テ.

『１
１

？

手

…

九
州
迩
蹟
と
全
く
相
反
す
る
。

第
九
、
十
岡
に
禍
げ
た
拓
影
と
、
既
に

示
し
た
第
六
、
七
脚
は
遠
没
式
有
紋
の
一

半
を
語
る
に
足
る
も
の
で
あ
っ
て
、
第
十

一
、
十
二
剛
の
篤
興
と
對
照
し
、
此
れ
ら

が
大
部
分
土
器
の
口
縁
部
、
肩
部
，
叉
は

腹
部
に
施
さ
れ
た
る
こ
と
を
知
る
。
此
等

の
有
紋
の
う
ち
妓
も
簡
単
な
も
の
は
第
六

七
、
十
一
剛
に
示
し
た
一
條
乃
至
四
條
の

凹
帯
を
肩
部
に
め
ぐ
ち
し
た
も
の
、
叉
は

腹
部
に
小
突
起
帯
悲
廻
ら
し
た
も
の
で
あ

一

七

。

I



I

彌
生
式
に
一
異
彩
を
投
じ
た
と
云
ふ
に
と
ざ
ま
ら
ず
し
て
、
此
の
新
事
溌
を
如
何
に
解
樺
す
べ
き
や
が
新
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
と
成

っ
た
の
で
あ
る
。
中
山
先
生
の
關
心
が
異
常
に
集
中
さ
れ
、
そ
の
結
果
祁
生
式
に
二
つ
の
系
統
有
り
と
断
案
さ
る
画
に
到
る
や
、
我

國
土
器
満
の
回
顧
は
決
し
て
無
意
義
に
非
ざ
る
べ
く
、
大
正
時
代
初
期
、
問
題
を
學
術
的
な
ら
し
め
た
彌
生
式
土
器
即
ち
中
山
先
生

の
一
狭
義
の
彌
生
式
」
及
び
こ
れ
と
同
系
の
土
器
と
、
そ
し
て
疑
似
繩
紋
土
器
の
一
類
は
將
に
秤
吟
味
の
必
要
を
昂
へ
し
め
、
同
時

に
遠
賀
式
有
紋
土
器
紋
様
の
晤
示
に
、
紗
か
ら
ぬ
意
義
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。

第
六
岡
の
１
は
口
縁
部
外
邊
に
沈
黙
帯
の
痕
跡
を
Ｌ
」
百
め
、
そ
の
下
に
一
條
の
沈
線
凹
帯
と
刷
毛
目
を
示
し
、
斯
か
る
土
器
は
２

及
び
３
と
共
に
可
な
り
出
土
し
，
沈
線
群
の
代
り
に
第
七
回
の
如
き
突
出
帯
の
存
在
す
る
も
の
あ
れ
ど
も
其
の
数
決
し
て
前
者
の
比

b

(器土紋有川賀遠 I剛十第）
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鶏議

ｑ
ｐ
Ｌ
ｆ

‐
Ｉ
ｉ

・
４
０
日
１
９
日
１
，
１
１
１
０
４
■
Ｉ
Ｄ
△
。
△
０
９
１
１
‐
Ｇ
ｊ
０
。

■
匠
口
砧
日
■
■
■
１
１
１
１
１
４
や
、
ｆ
６
毛
Ｊ
も
２
口

Ｆ
■

一

つ
た
。
殊
に
多
数
を
占
む
る
は
第
十
一
団
の

如
き
凹
帯
の
存
在
に
し
て
、
此
の
事
否
は
北

九
州
一
般
が
眉
又
は
腹
部
に
突
起
群
を
め
ぐ

ら
せ
る
の
と
對
立
す
る
と
云
ふ
く
く
、
窯
器

の
大
小
を
卿
ら
く
措
く
と
す
れ
ば
、
遠
賀
式

土
器
の
群
は
む
し
ろ
凹
帯
な
り
と
云
ふ
も
過

言
に
非
ざ
る
を
老
ふ
・
「
つ
・
ま
ら
な
い
」
土
器

と
老
へ
ら
れ
て
来
た
北
九
州
の
東
部
に
、
新

に
見
川
さ
れ
た
有
紋
土
器
は
，
単
に
北
九
州

一
一
人



で
は
な
い
。

館
六
剛
の
４
は
第
七
岡
の
Ｅ
と
類
似
し
た
凹
形
沈
黙
帯
の
存
在
な
れ
ど
も

い
一＄
（

４

の

回

形

は

尖

端

の

平

ら

か

な

も

．

の

、

Ｂ

は

竹

の

如

き

・

も

の

を

以

て

施

し

た

と
見
ら
れ
‘
弗
七
岡
の
Ａ
は
中
央
に
二
條
の
凹
帯
を
施
し
て
一
條
の
凸
帯
を
作
り
、
其
の
上
に
縦
に
沈
線
二
條
を
施
し
左
右
（
左
側

は
明
瞭
を
妖
く
も
下
端
に
名
残
を
と
ざ
む
）
に
調
壯
の
沈
紋
を
皿
〈
へ
て
ゐ
る
。
下
部
を
見
る
に
、
此
虎
に
は
斜
に
格
子
紋
（
又
は
網

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
二
九

（
第
十
一
岡
遠
賀
川
有
紋
土
器
片
）

．
Ｊ
咽
■
Ⅱ
１

Ⅲ
Ｊ
‐
■
■
■
■
日
日
■
■
■
■
刷
ｊ
■
■

（
第
十
二
画
遠
賀
川
有
紋
土
器
片
）

１
４



彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
二
○

目
紋
）
の
一
帯
を
施
し
．
そ
の
下
へ
史
に
術
右
に
傾
い
た
斜
行
櫛
曲
紋
を
二
條
の
沈
帯
の
う
ち
に
入
れ
た
の
を
見
る
。
即
ち
此
の
破

片
に
は
二
條
縦
級
の
左
右
に
調
欣
紋
を
典
へ
た
る
部
と
．
桁
子
紋
辮
と
、
斜
行
櫛
歯
紋
滞
の
三
つ
の
模
様
が
集
中
さ
れ
て
ゐ
た
。

、
第
九
及
び
十
脚
の
４
，
５
，
６
，
７
，
８
，
９
、
、
、
、
、
狸
、
及
び
咽
、
皿
は
そ
の
兼
法
よ
り
見
て
同
一
な
る
こ
と
明
ら
か
に

し
て
、
特
に
５
，
７
，
９
，
ｍ
に
於
い
て
は
中
央
の
介
絲
を
峡
け
る
羽
狄
紋
（
又
は
拙
倒
八
字
砿
挫
紋
）
の
組
合
せ
を
見
る
べ
く
、

或
る
も
の
は
上
下
二
段
と
も
同
方
向
に
進
み
、
或
も
の
は
上
と
下
と
が
反
對
方
向
に
進
み
’
５
の
如
き
は
上
下
二
段
が
同
方
向
に
向

ひ
つ
出
一
ヶ
所
に
於
て
桝
型
を
呈
し
、
、
の
如
き
は
湘
状
紋
と
云
は
ん
よ
り
．
寧
ろ
櫛
曲
紋
の
乱
れ
た
る
四
帯
が
見
ら
れ
、
此
の
施

紋
は
左
上
よ
り
右
下
へ
の
二
帯
を
先
に
施
し
、
而
る
後
に
右
上
よ
り
左
下
へ
の
二
帯
を
與
へ
た
り
↓
見
る
べ
く
，
後
者
の
極
め
て
窮

屈
に
成
れ
る
は
こ
れ
を
立
論
す
る
に
足
る
で
あ
ら
う
。
此
の
乱
れ
は
恥
や
鴎
の
乱
れ
の
如
く
、
往
々
に
し
て
施
紋
法
或
は
施
紋
器
の

形
を
暗
示
し
、
貴
亜
な
手
が
か
り
と
成
る
こ
と
が
多
い
。
昭
、
理
は
右
の
紋
様
を
櫛
目
に
て
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
通
、
画
に

至
っ
て
は
二
條
の
櫛
目
沈
帯
の
下
に
二
條
同
心
回
櫛
目
を
呈
不
す
る
。
此
れ
ら
の
櫛
目
紋
は
一
側
を
平
ら
か
に
、
他
側
に
凹
凸
を
作

れ
る
部
に
特
徴
を
示
し
、
皿
の
み
は
二
條
沈
線
の
下
に
完
全
な
湘
欣
紋
を
施
し
て
ゐ
る
。

以
上
浄
一
綜
合
す
る
に
、
第
九
．
十
園
に
於
い
て
は
二
條
の
平
行
沈
線
又
は
同
心
皿
の
下
に
羽
欣
紋
或
は
中
央
介
線
を
峡
け
る
湘
欣

紋
及
び
二
條
櫛
目
同
心
側
を
表
現
し
て
ゐ
た
。
即
ち
前
述
の
三
つ
の
紋
様
と
通
じ
て
合
計
六
種
以
上
の
紋
様
を
認
め
得
た
の
で
あ
る

が
、
是
れ
ら
の
特
徴
を
以
て
既
述
の
御
床
新
町
式
に
比
較
し
て
如
何
な
る
相
逹
が
見
ら
れ
る
で
あ
ら
う
か
。

簡
単
に
云
へ
ぱ
．
無
紋
土
器
と
有
紋
土
器
の
對
立
で
あ
る
。
も
と
よ
り
遠
賀
式
に
も
丹
戦
笘
塗
布
せ
る
も
の
が
有
つ
だ
し
か
し

な
が
ら
そ
の
塗
布
さ
れ
た
跡
〃
一
見
れ
ば
決
し
て
御
床
新
町
式
の
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
比
す
べ
く
も
な
く
、
即
ち
焼
成
そ
の
も
の
斡
性

１
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質
に
依
る
と
は
一
應
は
老
〈

の
天
分
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。

一
應
は
老
へ

遠
賀
式
土
器
に
作
出
し
た
土
製
曲
王
は
、
（
藤
川
先
生
の
採
集
に
係
り
其
の
時
筆
記
し
て
世
か
な
っ
た
の
で
形
を
示
し
得
な
い
の
を

遥
憾
と
す
る
）
潴
色
に
鞘
褐
色
協
祁
ぴ
、
直
角
形
に
曲
り
，
頭
尼
共
そ
の
太
さ
に
大
差
な
く
、
直
角
の
曲
り
目
が
稲
太
く
成
り
‐
全

長
約
八
サ
ン
・
牛
位
で
あ
つ
に
と
記
憶
す
る
。
而
し
て
頭
部
と
恩
は
る
置
所
に
一
筒
恩
以
通
せ
る
孔
が
存
し
、
曲
王
各
部
の
断
面
は
凹

形
で
あ
つ
↑
Ｉ
。
晋
人
の
寡
川
な
る
、
北
九
州
に
於
け
る
土
製
曲
王
の
出
土
は
嘗
て
中
山
先
生
の
報
告
さ
れ
た
筑
前
春
日
の
一
例
と
．

川
川
郡
側
の
山
洞
浦
出
土
の
一
例
と
合
し
て
二
間
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
泰
日
例
は
む
し
ろ
砿
玉
に
近
き
密
曲
を
示
し
、
頭
部
鞘
細
く

成
．
出
る
も
、
遠
賀
川
出
土
は
開
の
山
例
と
殆
ん
ど
共
通
の
直
角
に
し
て
、
開
の
川
例
は
稀
細
く
小
な
る
の
相
異
を
見
る
。

作
出
打
製
打
錐
は
こ
画
に
示
し
た
も
の
託
外
に
宗
像
高
女
田
中
幸
夫
氏
、
名
和
羊
一
郎
氏
の
發
見
を
合
し
て
約
二
十
箇
、
そ
の
う

ち
數
簡
の
聖
蝋
石
醤
含
少
ぴ
も
、
大
部
分
は
安
山
岩
製
の
鉦
叢
に
脇
し
・
沈
八
団
の
Ａ
一
歯
の
う
ち
右
側
の
も
の
は
極
め
て
小
型
の
怖

巧
品
に
し
て
表
裏
共
打
妖
を
典
へ
、
左
側
の
大
型
は
表
面
や
部
と
襲
面
は
匁
部
の
み
打
妖
け
る
に
過
ぎ
寺
。
Ｂ
は
脚
製
石
錐
に
し
て

田
中
氏
も
一
箇
探
嬢
さ
れ
た
と
聞
く
。
逆
刺
の
叩
端
長
さ
等
し
か
ち
ぎ
れ
共
、
表
裏
よ
り
匁
を
つ
け
所
謂
蛤
刃
ぜ
成
し
、
石
質
粘
板

岩
な
る
軸
は
石
庖
丁
と
同
類
で
あ
り
、
石
庖
丁
は
此
畦
に
脚
不
し
た
以
外
に
、
田
中
、
名
和
雨
氏
は
尚
六
簡
採
催
さ
れ
、
そ
の
数
意

外
に
多
い
。
し
か
し
特
に
注
同
す
べ
き
は
此
庭
に
一
不
し
た
藤
田
先
生
採
集
の
石
庖
丁
に
し
て
、
二
孔
を
有
し
、
半
妖
の
一
孔
は
此
の

孔
が
金
蝿
を
用
ふ
る
に
非
ざ
れ
ぱ
到
底
負
き
得
な
い
鋭
さ
を
示
す
の
外
、
穿
孔
に
餅
っ
て
腿
生
ず
る
こ
と
あ
る
孔
の
周
囲
に
、
殆
ん

ど
暇
疵
孔
を
残
さ
な
い
黙
で
あ
っ
た
。

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
一
二

得
る
が
、
む
し
ろ
丹
塗
り
そ
の
も
の
湧
趣
味
よ
り
は
器
具
を
用
ひ
て
紋
様
笹
土
器
に
附
與
す
る
方
に
そ

Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
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要
之
、
御
床
新
町
式
、
從
っ
て
又
北
九
州
一
般
に
通
有
な
「
つ
ま
ら
な
腔
彌
生
式
土
器
分
布
の
東
部
に
、
右
の
如
き
新
蕊
蚕
の

發
見
さ
れ
た
こ
と
は
、
単
に
發
見
さ
れ
た
ま
量
で
経
る
べ
き
問
題
で
な
く
、
考
古
學
上
こ
れ
ら
を
如
何
に
解
群
す
べ
き
か
、
文
化
史

上
の
地
位
に
つ
い
て
も
一
考
き
る
べ
く
、
餅
然
の
紺
果
と
し
て
、
古
代
文
化
姿
祁
剛
明
の
一
助
た
り
、
た
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
熟
知
の

如
く
北
九
州
の
石
器
土
器
は
同
時
に
銅
鉾
釧
刺
を
作
出
し
、
鉾
劒
は
或
る
地
方
に
於
い
て
或
る
極
の
鏡
と
或
る
極
の
銅
鐸
と
共
存
し

た
こ
と
を
示
し
て
ゐ
た
。
此
の
事
實
に
注
目
さ
れ
一
し
ゐ
た
中
山
先
生
は
、
更
に
進
ん
で
そ
れ
ら
の
青
釧
器
に
厘
兇
得
る
紋
様
を
想
起

し
、
遠
賀
式
有
紋
が
、
遂
に
こ
れ
と
關
係
あ
る
に
非
ず
や
の
留
意
よ
り
、
今
回
一
つ
の
成
案
を
得
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
吾
人
も
亦

平
常
先
生
の
垂
教
を
恭
ふ
し
、
各
方
面
に
啓
蒙
さ
る
強
所
有
っ
た
が
、
豫
て
よ
り
細
線
鋸
歯
紋
鏡
に
興
味
を
抱
き
、
各
部
の
特
徴
を

熟
秘
し
て
ゐ
た
折
柄
、
今
回
先
生
の
暗
示
に
導
か
れ
、
膜
尾
に
附
し
て
遠
賀
式
と
の
關
係
を
顧
み
、
雨
者
の
間
に
深
き
有
機
的
捌
係

あ
る
を
力
説
し
た
い
と
恩
ふ
。
（
未
完
）

彌
生
式
土
器
論
と
北
九
州
一
二
二

既
述
の
如
く
本
迩
跡
に
は
鐡
沫
存
在
し
、
た
と
ひ
未
だ
金
脇
器
の
出
土
を
見
ず
と
は
い
へ
、
石
庖
丁
が
明
ら
か
に
金
属
使
用
の
疫

跡
を
示
す
以
上
、
此
れ
ら
の
迩
物
は
金
石
併
川
時
代
に
瞳
接
叉
は
間
接
に
開
係
あ
り
た
り
と
見
る
に
差
支
な
く
、
中
山
先
生
は
右
と

は
別
箇
の
御
考
察
か
ら
。
淵
遺
跡
が
金
石
併
用
時
代
に
蹄
す
る
こ
上
を
語
ら
れ
た
が
、
吾
人
も
亦
そ
の
然
る
べ
き
を
察
し
た
の
で
あ

つ
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